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日本 WH O協 会 会 長

時i野  種 一 郎

ア ジア にお け る初 め て の万 国博 が、 わが国 にお いて現 在行 なわれ て お り、世 界 の 77ヵ 国

が参 加 して文 化 の オ リンピ ック とも称 せ られ る世 紀 の博 覧会 が厳 粛 に、 かつ盛大 に挙 行 さ

れ た こ とは、 これ ひ とえ に、世 界 中 の人 々 が、 お互 いに手 をたず さえ、健康 で あ る こ とは

世 界 の平和 と安 全 を達 成 す る基礎 で あ る とい うWHO憲 章 の趣 旨 を端 的 に表 わ して い る も

の と信 じます。

ご存 知 の ご と く、WHOに は国 の大 小 を問 わ ず 、世 界 131ヵ 国 が加 盟 し、それ ぞれ の国 民

所得 、人 口な どを基礎 に し、WHO独 自の 比率 を もってWHO事 業 予 算 の経 費総 額 か ら害」

り出 した分 担 金 を拠 出 して い ます。 そ して それ ぞれ の立 ち場 にお いて寄 与 、 ま たは援 助 を

受 け、健康 とは完全 な肉体 的精 神 的 お よび社 会 的福祉 の状 態 で あ り、単 に疾病 ま たは病 弱

の存在 しな い こ とで は な い とい う線 に到達 す るべ く努 力 を続 け て い ます。

WHOは 本 年 の 第22回 世 界保 健 デー に あ た り、世 界各 国共通 の主 題 と して、 ｀ ガ ンの早

期 発 見 は生 命 を救 う
〃
とい う標 語 の下 にガ ンの問題 を採 択 しま したが、 ガ ンの前 ぶ れ とな

る次 の 7つ の症状 を覚 え、 これ らの症状 の うち、 どれか が 2週 間 以上 続 い た ら、 す ぐ医 師

に相 談 して、 ｀ ガ ン検 診受 けて安 心 明 るい くら し
″
の標 語 (日本 )の 下 に恐 怖 、無 知 か ら

解放 され た楽 しい明 るい 日々 を過 ご して い ただ きたい と存 じます。

1.異 常 出血 ま たは異常排泄 。

2.乳 や他 の部 分 の しこ りや軽 い痛 み。

3.回 復 しな い炎 症。

4.排 便 排 尿 の 習慣 の変化 。

5.声 の かす れ 、 また は咳。

6.消 化不 良 ま た は 味下 困難。

7.い ぼや 、 ほ くろの変 化 。

なお今 後 とも当協 会 発 展 の ため格 別 の ご協 力 とご援 助 を賜 わ ります よ うお願 い申 し上 げ 、
「目でみ るWH O」 第 3号 発行 の あ い さつ に代 え させ て い ただ きます。

WHOと 紋 章

WH O(世 界保 健 機 関 )と は、 国連 の仕事 の うち、保 健衛 生 の分 野

を受 け持 つ専 門機 関 で W O r lユ  H e a l t h  O r g a n i z a t i O nの 頭 文 字 を とっ

て、WHO(ダ ブ リュ ・エ イチ ・オー )と 呼 んで い る。

その 目的 は全 人類 の健康 を守 るため に、世 界 の 国 々 が 力 をあ わせ努

力 しよ う とす る もの で あ る。

なおWH Oの 紋章 は、 国連 紋章 の 中央 に医術 の神 とい われ るヘ ビ と

ギ リシャの医神 イス キュ レピア ス の杖 を配 した もの で あ る。

さいあ長
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《写真 は、モ ミの大木 でつ くられた 日本万 国博会 場内プ リティッシュ ・コロンヒア

つどう万 国の娘 たち。朝 日新聞社撮影》
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| ,一〇 が行 な っ て い る事 業 に は 、 い ろ い ろの もの

テ ろ tく、 そ れ らは W H Oの 本 部 事 務 局 も し くは地

二喜 干 弓 を通 じ各 国 との 国 際 的 協 力 の 下 に 実 施 され

ます 草 ― に国 際 間 の 伝 染 病 対 策 で あ り、 全 世 界 に

it(る 無 線 方父送 布同を示」用 して壮ド界のイ呆健 衛 生 1青幸展

兵 → 、 各 国 政 府 に対 し、 疾 病 を 防 ぐた め の 情 報 を

三兵 とて い る。



磁韻醍韻

人 び との 疾 病 を予 防 し治 療 す る

た め に 、 重 要 医 薬 品 に つ い て 、 そ

の 純 度 と効 能 との 国 際 的 基 準 を定

め 、 現 在 、 ベ ニ シ リ ン、 ス トレ プ

トマ イ シ ン、 ビ タ ミン類 、 ワ ク テ

ン類 な どの 生 物 学 的 製 剤 の 国 際 的

基 準 を定 め 、 ま た世 界 各 国 に共 通

して 用 い られ る最 初 の 国 際 的 業 局

方 も完 成 して い る 。
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ｎ
ド
ｈ
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W H Oで は、統 計 や研 究 、報 告

にBgす る約 20種 の刊 行 物 の 出版 、

は の 目録 や抜 率 、英 仏 語 以外 の

話 に よる報 告 書 の作 成 、研 究論

等 の翻 訳 に つ いて の便 宣 提供 、

の他 内外 か らの問 い合 わせ に応

て必要 な資 料 を提供 した り、 回

を行 な っ て い る。

ヤ搬
！幾

扶
墨

'強筆擁軸陣眸

やA醒●ll電患r瑠厳



＼

仮 に 1人 の 医 師 が 77 0人 ず つ 受 け も つ と して も、 現 在

の世 界 人 口か らす れ ば 、35 0万 人 の 医 師 が 不 足 して い る 。

これ は 恐 る べ き数 字 で あ る が 、 さ らに世 界 人 口が倍 増 し

て くれ ば 、 い っ た い 、 ど うな る の だ ろ う。

医 師 に な る に は 、 8～ 9年 の 日時 を要 す る。 医 学 教 育

に つ い て は 、 常 に 将 来 性 を念 頭 に お か オatゴな ら な い 。

WH Oは 保 健 衛 生 マ ン の研 修 を行 な う と と も に 、奨 学 金

制度 に よ っ て各 国 の 若 い技 術 者 に海 外 研 究 の 便 を与 え て

, るヽ 。



母 と子 とは、特 別 の保 護 と援助 と を受 け る

援利 を有 す る と世 界人権 宣 言 に うた わ れ て い

るが 、 WH Oで は、 公 衆 衛 生 サ ー ビス吉B【こf設

チ衛 生 、 看 護 、衛 生教 育 な どの部 門 を設 け、

世界の母 と子 の健 康 看 護 につ とめて い る。

の 不 自 由 な 子 供 た ち の た め の 授 業 。 (ス エ

デ ン )

医師 の熱 心 な診 療 と指 示 、規 の行 きと どい た看 護 と愛 情 で、手 の病 気 は完 全 に回 復

した。 「先 生 あ りが と…… 」 と電話 で医師 と話 し合 う子 の元 気 な言 葉 、母 の うれ こ

そ うな表 情 。 (東京 都 内築地 の あ る家 庭 風 景 )



卓告Htまと ンン銃rtゃ1轍横
ヽ
↓
暫 |ン

！！牟！！！！！！！‐‐「斜一姦

〃早
期
発
見
は
生
命
を
波
う
〃

総
郡
報

ｉ
ｎ
圏
縄
沖

み ん な の 力 で 征 圧 しよ う

W H Oの 今 年 の世 界標 語 は
｀
ガ ンの早期 発 見 は生命 を救 う

ク
と 、

うの で あ る。 これ を受 け て 日本 で は
ふ
ガ ン検 診 受 けて安 心 明 るい くら

し
〃の標 語 を掲 け 、 ガ ン征 圧 の ため に全 国的 に運 動 を行 な ってい る

世 界 の ガ >″に よる万[ tイ牛数 は、 1 9 5 0～5 2年 の 2 1 7万 5′0 0 0 フヽ か ら、

1958-60至 手に は262万 3′000人 2=約 20夕↓
一tン  トと曽カロし、 70至子十t,子近

えて も、 ます ます増 加 の傾 向 を示 して い る。先 進 国 で は ガ ンは心喪

血 管疾 患 につ い で死 因 の第 二位 を占 め、 わが国 で も心 臓 、脳 の疾 書

と と もに死亡 率 の上 位 を占め て い るの は ご承知 の通 りで あ る。現 在

ガ ンに 冒 され て い る人 (治療 前 ・治 療 中 ・治療 後 の もの を含 め て

の数 は、世 界 中 で500万 人 を上 まわ る。

ガ ンの原 因 を究 明 す るた め に WHOは 比 申姉升究 に着 手 した 。 た こ

えば、 い ろい ろな 点 でイ以て い る ノル ウエー と フイ ン ラ ン ドが肺 ガ ン

の発 生率 で は非 常 に異 な るの は なぜ か、 を突 きとめ る こ と もその
一

つ で あ る。 WHOは 196 5年 に フラ ンスの リヨンに国 際 ガ ン研 究機 甘

を倉U設 した。 これ は と くに ガ ンの原 因 と流 行 引犬態 に'主意 を向 け る と

の で あ る。
WHOは また腫 瘍 を分類 、研 究 す るた めの世 界 的 な国 際照 会 セ ン

ター網 を設立 した。
一 方 、 わが 国 の 胃 ガ ン死 亡 数 は昭和 41年 で 109′708人 、死 亡 率 =

人 口 10万対 l10、8で 、死 亡 順 位 は脳 卒 中 につ い で第 2位 であ るこ主

歯令F皆層 別 には35方受
-59カ 霊が '篤 1 始立、吉B布主男uに は 胃ガ ン′が 4万 7′000/A、

で最 高位 で あ る。 胃 ガ ンは欧米 先 進 国 で はす で に減 少 してお り、 現

在 で は 日本特 有 の現 象 の よ うで あ る。子 宮 ガ ン も 6′6 5 2人の死 亡 者

を数 えて い る。 なお肺 ガ ンに よる死亡 者 は 8′3 5 1人 で、男 の死 亡 =

で は イギ リスの 9分 の 1、 ア メ リカの 4分 の l程 度 で低 位 で あ るす

昭 和 2 5年 に比 較 す る と数 倍 にな ってお り、 わ が国 も欧米 諸 国 同様 瑠

加 のイ頃向 を示 して い る こ とは注 目 しな けれ ば な らな い。 なお ガ ン ニ

よる死亡 率 の統 計 は昨 年度 まで に依 然増 加 し、 ガ ンに対 す る予 防 、

治療 の決 定 打 が発 見 され な

い現 在 、早 期 発 見 に よる早

期 処 置 以外 に適 切 な対 策 は

な く、人 々の大 いな る 自党

が望 まれ て い る。

日本 にお い て も学 会 にお

い て ガ ンの病 原 、新 薬 斉」対

策 な ど、 い ろい ろ研 究 発表

が行 なわ れ てお り、 ガ ン征

圧 の歩 み が着 々 と して進 め

られ て い るの は たの も しい。

い ず れ に して もWHO標 語

の ご と く、早期 にガ ンの検

診 を受 け る こ とが急務 で あ

る 。

3 0歳 以 後 の 死 亡原 因

死亡 総 数 中 の パ ー セ ン ト( 1 9 6 8 年

刊

ガンの早 期 発 見 は生 命 を救 う
″

ガン検 診 受 け て安 心 明 るい くら し
″

まや ガ ン征 圧 こそ、人 類 の健 康

手 り、健 康 を増 進 す る最 大 の命

であ り、世 界 人類 の合 い言 葉 で

る。

写真 は第 9回 国 際 ガ ン会議 の 開

式であ い さつ を され る皇 太 子殿

)同 妃殿 下。 東 京 日本 武 道 館 に

朝 日新 聞 社撮影 〕
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手 7つ の 症 状

ガ ン退 治 に映 画 ス タ ー も参 加

ア メ リカ ・ガ ン協 会 の バ ッ クボ ー ン、 その 実体 は、 い わ ば義 勇 軍 で 、230

テ人 を上 回 る各 階層 の人 々が、 アルバ イ ト的 な働 きに よって えた金 を寄付

て い る。有 名 な映 画 ス ター ソフ イア ・ロー レン も、ガ ン との た た か い を支

手して い る一 人 で あ る。彼 女 の ステ ール と と もに、 ガ ンの前 ぶ れ とな る 7

どの症 状 を掲 出 して、一 般 に警 告 して い る。

異 常 出血 また は異 常排 泄 。

1 乳 や他 の部 分 の しこ りや軽 い痛 み 。

十 回 復 しな い炎症 。

排便 、排 尿 の 習慣 の変 イし。

1 声 の か す れ、 また は セ キ。

| ;肖 化 不 良 、 ま た は 味下 困難 。
「 tヽ ぼ や 、 ほ くろの変 イし。

これ らの症 状 が 2週 間以上 続 い た ら一 応 医 師 と相 談 して下 さい。何 事 も

二ばぬ先 の ツ エが必要 。

寝
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970年 世 界保 健 デ ー に よせ て

Fガ ン征 圧 は早期 処 置 が第 一 』

W H O事 務 局 長 M.G.カ ン ドウ

イ ン は世 界 の い た る と こ ろ か ら、 か な り

張 性 者 を連 れ 去 っ て い る。 多 くの 国 に お

て 、 ガ ン はフじ、臓 血 管 疾 患 に次 い で 、 実 に

!関の 第 2位 を しめ て い る。 この 病 気 に対

て |よ、 わ れ わ れ は感 情 的 に な ら ざ る を え

、お= ガ ンの 問 題 は 多 くの 人 が さ け た い と

う もの の 、 ひ とつ で あ り、 不 治 の 病 い だ

4:手して い る 人 も 多 い。 そ して 、無 知 の た

■ 、 あ る い は理 由 の な い恐 れ の た め に 、

才jく オとに な る ま で診 断 を受 け ず に い て 、

(さ ん の 人 々 が死 ん だ り、 む だ に苦 し ん

り して い る の で あ る。

明 知 の よ うに 、 あ る種 の ガ ンの 原 因 に つ

て |よ、わ れ わ れ は 、そ の 発 病 を予 防 す る こ

ttで きる。 た と え ↓ゴ、 喫 煙 が お も な 原 因

')る とされ て き た肺 ガ ンや 、 化 学 的 な不

や 、 そ の 他 の害 が 原 因 とな っ て い る工 場

驚買 の ガ ンは 発 病 を防 く こ` とが で き る。

,とま で に も ガ ンの 原 因 とな る物 質 は 多 く

,こFiされ て き た が 、 現 在 行 な わ れ て い る国

1的、 「国際 的 な研 究 は 、 や が て 、 そ の他 の

ン の 原 因 を究 明 して 、 ガ ン を抑 え 、 人 間

まわ りか ら閉 め 出 して し ま うで あ ろ う。

■ しな が ら、 現 在 は ま だ 多 くの ガ ン が予

で きな い と い う事 実 を認 め な け れ ば な ら

, 。ヽ し た が っ て 、 で きる だ け早 期 に 、 で

る だ け完 全 に 、 ガ ン患 者 を7台療 す る こ と

が現 在 で きる最 良 の方 法 で あ る。最 近 、 ガ

ン疾 患 との聞 い に は長 足 の進 歩 が な され 、

その診 断 、治療 は 日々 に進 め られ て い る。

現 代 的 な外科 手 術 、薬 剤 、 X線 や 、 その他

の放 射 線 が 、単 独 に、 あ るいは 、 い くつ か

を組 み合 わせ て用 い られ 、 この よ うな疾 病

の治療 法 を大 き く変 えて しまっ た。 Vヽまや 、

あ る種 の症 例 で は、 ガ ンの完 治 も=r能 とな

り、 また、 ほ とん
。どすべ ての ガ ンは抑 え る

こ とが、 で きる よ うに な っ た。 ガ ンの治療

は、疾病 が広 が らな い うちに早 期 発見 す る

こ とに よっ て、成 功 す る こ とが 多 い。 た と

えば、皮 膚 ガ ンの ほ とん どすべ て 、 また頸

部 ガ ンの8 0パ ー セ ン ト以上 は早 期 の治療 に

よって直 す こ とが で きる。

外科 医 た ち は、 ガ ンの手 術 に高度 に磨 き

あげ られ た技 量 をお、るい、放射 線 技 師 は、

ます ます精 密 にな っ て い く治療 を して い る。

強 力 な薬 の使 用 に よ る、 す 1ゴら しい効 果 も

達 成 され つ つ あ り、 さ らに重要 な発 見 も、

も うす ぐそ こに あ る。

た だ、残 念 な こ とに、 ガ ン治療 の ため の

か な りの施 設 が、必 ず しも有 効 に使 われ て

は い な い。 治療 が早 けれ !ゴ早 いほ ど、 それ

だ け成功 の可能 性 は 多 いの で あ るが 、 し か

し、誤 っ た考 え方 や 、心 得 違 いの態 度 、 ガ

ンの問題 の普 及 が い た らな い こ とな どの た

め に 、 ガ ン で は な い か と、 う す うす 感 とて

い る 人 ま で が 、 で き る だ け早 く医 自市の fケ■

を受 け る こ と を しな い で い る場 合 が 多 ・

7台療 の 問 題 は 房」と して も、 自分 は ガ ン た と

誤 っ て信 じ こ ん で い る息 者 は 、 ひ と りて J、

気 を者 に した り、 恐 れ た り して い な い て :｀

師 の診 断 を求 め た ら、 そ の 心 の 負 担 は 、 お

お か た な くな っ て い た だ ろ う。 が ンの 解! :超

は 、 あ まね く理 解 が ゆ きわ た り、 正 面 ■ ・

と り組 ん で 、 は じめ て早 期 発 見 、早 期 i rま守

が 原 則 とな る の で あ る。 そ して ま た ガ レ t i

つ い て の 、 さ ま ざ ま な事 実 が 広 く知 ら , _、

か つ 信 じ られ る よ うに な っ て 、 は じめ て夜

煙 の よ う な有 害 な習 1貫に 反 対 す る運 動 々
: t々

果 を生 む の で あ る。 ガ ン に対 す る聞 い fま、

勝 利 か ら、 は る か に 隔 た っ て い る。 し を, _

な が ら早 期 発 見 、早 期 治 療 が 広 くゆ き ″ヽ t

る よ うに な れ ば 、 現 在 の 知 識 だ け で も、 授

い は 半 ば 成 功 とい え る だ ろ う。 今 年 度 ダ 十

界 保 健 デ ー が 、 ガ ン に対 す る 人 々 の 態 '埜を

よ りよ い もの に し、 現 在 、 わ れ わ れ の な ャ

う る ガ ン予 防 法 の 知 識 を、 よ り広 め る こ と

に貢 献 で きれ ば 、 多 くの む だ な苦 しみ iまな

くな り、 数 多 くの 生 命 が 死 を免 が れ る こ こ

で あ ろ う。
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この 写 真 は コベ ン / 一ヽ ゲ ン に あ る H i s t o p a t h o l一

ogy of Odontogenic Tumorsの WH O国 際 欝 +セ

ン タ ー局 長 」J  ピ ン ドボ ル グ教 授 (同教 授 は 、

ま た コ ベ ンハ ー ゲ ン に あ る工 立 歯 科 大 学 の ガ ン対

策 科 科 長 と リッ グ ズ大 学 病 院 歯 科 科 長 も兼 任 )で

ヽ` ず オLも Oral precancerous conditions ([コ 内 前 ガ

ン症 状 )の 発 見 に努 め 、 と くに リッ グ ズ大 学 病 院

歯 科 て,は 、 一一日 に 35ノ、か ら45ノ代の 患 キ争が 無 米斗で診

築 を受 け て い る 。

「難 病 の ガ ン も、 早 期 検 診 で征 圧 され ま す 」 「一

日 も早 く、 tヽや 速 亥」、 ガ ンの 検 診 を受 け ま し ょ う」

と、 お 嬢 さん 方 ま で道 行 く人 に訴 え て い る 。(東 京

有 楽 町 に て 。 朝 日新 聞 社 撮 影 )

コ■■■■■■■■■■由白L‐由山__キ__



ヒ ロシ マ が原 子爆 弾 を受 け て二 十 二 年 、 い まで は立 派 に

立 ちあ が った。 しか し、心 の痛 み は消 えや らず 、毎 年 の

原 爆 記 念 日に は記念 塔 の前 に何 千 、何 万 の人 が集 ま り、

犠 牲 者 の霊 に香 華 を手 向 け て い る。原爆 患者 も まだ残 っ

て い る。写真 はあの 日の 四 日後 、 ひ ん死 の少 女 に水 を与

えて介 抱 す る市 民 。真 剣 な 、 そ して 自然 に ほ とば し り出

た助 け合 い精 神 で あ る。 これ は地球 にみ な ぎる共 通 の尊

い精 オ申であ りた い。〔写真は被爆後の広島市内で。朝日新聞社撮影〕

l fl.善進 と疾 病 、 と  く に イ云染 病 び力!市 」力
(言者「二1門 |ニイすい て 不 均 等 に 発 達 する こ と は

W H O悪 章前丈よりとr ,危 険 で あ る ,
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戦 禍 の チ マ タ と化 した サ イ ゴ ン

(南 べ トナ ム )で 、傷 つ き倒 れ た

市 民 の 手 当 て をす る 日本 人 医 師 。

同 じ く内 乱 の 悲 惨 な 戦 禍 を こ う む

り、 飢 え と病 気 と医 療 機 関 の 手 不

足 に 悩 む ビア フ ラ (ア フ リカ )に

も、 こ の 三 月 日赤 か ら医 師 、 看 護

婦 ら 4人 の 救 療 班 が 急 派 され た 。

〔写真はサイゴン市内にて。朝 日新聞社

特 派 員 撮 影 〕
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″ |

つ写 真 は 、 顔 に ピー ス 、 ラ

よどの 文 字 をか き、 ひ た い

' ンヾ ソー 書 の よ う な もの を

って 得 々 と して い る 少 女 。

まヒ ッ ピ ー 族 まが い の 男 女

少年 の 群 れ 。

ン
1舎

青 少 年対 策 は世 界共 通 の 問題 で あ る。大学

生 の過 激 な反体 制運 動 な どは別 と して、 ア メ

リカで は ヒッ ピー族 の 凶悪 な犯 罪 が ひ ん発 し

て い る し、ぢBttに い た らな い まで もセ ッ クス

刺 激 、 ス ピー ド、麻 業 を求 め て、 い た る と こ

ろで物 議 をか も して い る。 と くに月R装 や髪 か

た ちの 点 で は別 世 界 の人種 か と思 われ る よ う

なの も少 な くな い。青 少 年 と性病 、妊 娠 中絶

の 問題 、 また麻 薬 中毒 の こ と を考 え るの も決

して ム ダで は あ る ま にヽ 。 とに か く、70年 代 は

青 少年 と、 その 肉体 的 、精 神 的
｀
保 健 衛 生

″

を考 察 しな けれ ば な らな くな った。

′
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